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発
起
し
た
父
が
、〝
ミ
ラ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟

を
略
し
て
社
名
を
決
め
た
」。
代
表
取
締
役
社
長

の
津
金
洋
之
氏
は
こ
う
説
明
す
る
。

設
立
当
初
は
電
子
基
板
の
組
み
立
て
か
ら
ス

タ
ー
ト
。そ
の
後
、周
囲
に
大
手
の
精
密
機
器
メ
ー

カ
ー
が
次
々
に
工
場
を
建
設
し
て
い
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
そ
れ
ら
の
企
業
か
ら
機
器
の
組
み
立
て
業

務
を
受
託
し
た
。
91
年
に
は
大
型
コ
ピ
ー
機
の
組

み
立
て
業
務
を
受
注
。
そ
の
後
、
液
晶
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
や
自
動
車
部
品
の
製
造
装
置
組
み
立
て
な
ど

に
広
が
っ
た
。
こ
れ
が
現
在
ま
で
続
く
事
業
の
柱

の
一
つ
、機
器
の
組
み
立
て
を
受
託
す
る「
ユ
ニ
ッ

ト
事
業
」だ
。
し
か
し
、
組
み
立
て
の
工
賃
は
価

格
競
争
が
厳
し
く
、
収
益
性
の
低
さ
や
労
働
力
の

確
保
に
長
年
苦
労
し
て
い
た
。
自
ら
が
商
品
の
価

　
八
个
岳
や
甲
斐
駒
个
岳
に
囲
ま
れ
た
山
梨
県
北

西
部
の
北ほ

く

杜と

市
の
高
原
地
帯
。
一
帯
で
は
群
を
抜

い
て
広
大
な
敷
地
を
持
つ
工
場
を
有
す
る
の
が
、

真
空
装
置
部
品
・
機
器
メ
ー
カ
ー
、
株
式
会
社
ミ

ラ
プ
ロ
だ
。
半
導
体
製
造
装
置
な
ど
で
使
う
蛇
腹

状
の
配
管「
ベ
ロ
ー
ズ
」を
中
心
と
し
た
真
空
機

器
部
品
製
造
と
、
各
種
装
置
の
設
計
・
製
造
・
組

立
の
受
託
、
医
療
機
器
製
造
を
3
つ
の
事
業
の
柱

に
し
て
い
る
。

同
社
は
1
9
8
4
年
、
現
・
取
締
役
会
長
の
津

金
洋
一
氏
が
設
立
し
た
。
公
立
中
学
校
で
数
学
を

教
え
て
い
た
洋
一
会
長
は
、
教
師
と
い
う
安
定
し

た
仕
事
を
投
げ
打
ち
、
畑
違
い
の
事
業
家
を
目
指

し
た
。「
周
囲
か
ら『
う
ま
く
い
く
は
ず
が
な
い
。

成
功
し
た
ら
奇
跡
だ
』と
言
わ
れ
た
こ
と
に
一
念

格
決
定
権
を
持
つ
、
自
立
し
た
も
の
づ
く
り
企
業

に
脱
皮
す
る
方
法
は
な
い
も
の
か
と
模
索
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
94
年
に
転
機
が
訪
れ
た
。

技
術
者
の
受
け
入
れ
を
機
に

真
空
装
置
部
品
メ
ー
カ
ー
へ

ユ
ニ
ッ
ト
事
業
の
大
口
取
引
先
で
あ
る
大
手
電

機
機
器
メ
ー
カ
ー
の
資
材
部
長
か
ら
、
7
人
の
技

術
者
た
ち
を
紹
介
さ
れ
た
。
溶
接
ベ
ロ
ー
ズ
の
生

産
技
術
を
持
っ
た
こ
の
技
術
者
た
ち
は
独
立
起
業

を
目
指
し
て
い
た
が
、
資
金
が
思
う
よ
う
に
集
ま

ら
な
い
状
況
だ
っ
た
。
ミ
ラ
プ
ロ
は
彼
ら
を
受
け

入
れ
、
溶
接
ベ
ロ
ー
ズ
の
生
産
に
乗
り
出
し
た
。

ベ
ロ
ー
ズ
は
英
語
で
蛇
腹
を
意
味
す
る
。
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
よ
う
に
伸
び
縮
み
し
、
弾
力
性

株
式
会
社
ミ
ラ
プ
ロ

「長い間蓄積してきた技術力やノウハウが、新分野に進出する際に
も活きてくる」と話す津金洋之代表取締役社長

真空装置用部品で高いシェア
医療分野向け装置などにも進出
半導体製造装置の部品である、溶接ベローズの世界トップメーカー。
真空装置用部品の製造や、装置の設計・開発で高い技術力を持つ。
近年では宇宙工学発展のための国家プロジェクトにも参画した。
次世代の蓄電システム「超電導フライホイール」の開発に参加し、
新たにエネルギー分野でも大きな成長を狙う。

Corporate Profile
取締役会長　津金洋一
代表取締役社長　津金洋之
本社 山梨県北杜市須玉町穴平1100
設立 1984年6月
売上高 245億円（2018年3月期）
従業員数 580人（2018年3月現在）
事業内容  溶接ベローズおよび容器・配管など

真空装置向け部品の製造、販売等
http://www.mirapro.co.jp

自動溶接装置
がずらりと並ぶ、
溶接ベローズの
生産工場

本社工場。右側が2018年10月に稼働を開始した新工場
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を
高
い
レ
ベ
ル
で
自
動
化
し
た
こ
と
で
、
安
定
し

た
高
品
質
の
ベ
ロ
ー
ズ
を
量
産
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
顧
客
の
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
こ
と
が
で
き

た
」（
津
金
社
長
）。
他
の
メ
ー
カ
ー
に
先
駆
け
て

溶
接
の
自
動
化
に
成
功
し
た
背
景
に
は
、
同
社
が

コ
ピ
ー
機
以
来
、
培
っ
て
き
た
装
置
設
計
・
製
造

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
っ
た
。

需
要
の
拡
大
に
応
え
海
外
へ

新
た
に
医
療
機
器
分
野
に
進
出

　
津
金
社
長
が
大
手
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
に
入
社
、

ド
イ
ツ
駐
在
を
経
て
、
ミ
ラ
プ
ロ
に
入
社
し
た
の

は
2
0
0
0
年
。
入
社
後
す
ぐ
に
業
務
企
画
室
を

設
置
、
自
ら
営
業
活
動
を
開
始
し
、
欧
米
の
メ
ー

カ
ー
と
交
渉
し
た
。
02
年
に
は
本
格
的
な
取
引
を

始
め
た
。
そ
の
後
03
年
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
営

業
拠
点
と
な
る
現
地
法
人
を
設
立
。
取
引
拡
大
を

図
っ
た
。
04
年
に
は
中
国
・
上
海
に
も
進
出
、
海

外
生
産
も
開
始
し
た
。
半
導
体
・
液
晶
製
造
装
置

向
け
の
真
空
部
品
製
造
が
海
外
向
け
を
含
め
て
拡

大
し
、
業
績
は
順
調
に
伸
び
た
が
、
今
度
は
半
導

体
の
需
要
サ
イ
ク
ル
の
影
響
を
受
け
て
、
業
績
が

浮
き
沈
み
し
や
す
い
こ
と
が
課
題
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
津
金
社
長
が
目
を
付
け
た
の
が
、
安

定
し
た
需
要
が
見
込
め
る
医
療
機
器
分
野
だ
。「
高

校
生
の
頃
、
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
祖
父
が
脳
梗
塞

で
倒
れ
た
こ
と
が
頭
の
片
隅
に
あ
り
、
人
の
命
を

救
い
、
健
康
に
役
立
つ
医
療
の
仕
事
に
挑
戦
し
た

い
と
考
え
て
い
た
」と
話
す
津
金
社
長
は
、
08
年

に
医
療
機
器
製
造
事
業
部
を
設
置
し
、
医
療
分
野

に
本
格
的
に
進
出
し
た
。
同
社
の
持
つ
真
空
技
術

と
、
装
置
の
設
計
・
製
造
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
、

O
E
M
供
給
を
中
心
に
医
療
機
器
分
野
向
け
製
品

の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
医
療
機
器
は
製
品
化
ま

で
の
時
間
が
か
か
る
が
、
将
来
の
事
業
の
中
核
と

位
置
付
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

真
空
部
品
製
造
で
培
っ
た
技
術
で

さ
ま
ざ
ま
な
先
進
分
野
に
挑
戦

　
同
社
は
真
空
部
品
の
製
造
か
ら
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
使
い
、
国
内
外
の
研
究
機
関
に
数
多
く
納
入
実

績
が
あ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
大
型
低
温
重
力

波
望
遠
鏡「
K
A
G
R
A
」だ
。
19
年
に
本
格
稼
働

す
る
こ
の
装
置
の
製
造
・
設
置
に
は
同
社
の
技
術

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
重
力
波
の
観
測
を
目
的
と

し
た
こ
の
装
置
は
東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
こ
の
装
置
の
第
1
期
完
成

式
典
に
て
東
京
大
学
よ
り
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た

3
社
の
う
ち
の
1
社
が
同
社
で
あ
る
。
現
在
は
さ

ら
に
大
き
な
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
一
方
、
近
い
将
来
に
大
き
な
成
長
が
期
待
さ
れ

る
分
野
が
、
超
電
導
フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル
を
使
っ
た

大
容
量
蓄
電
シ
ス
テ
ム
だ
。
18
年
3
月
、
山
梨
県

は
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社（
J
R
東
日
本
）

な
ど
と
共
同
で
、
こ
の
蓄
電
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
電
車
を
走
行
さ
せ
る
実
証
実
験
に
着
手
す
る
こ

と
を
発
表
し
た
。
上
の
図
の
よ
う
に
、
電
車
が
減

速
す
る
際
に
生
ま
れ
る
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
電

し
て
、
発
車
や
加
速
時
の
電
力
と
し
て
供
給
す
る

仕
組
み
だ
。
将
来
の
有
力
な
蓄
電
シ
ス
テ
ム
に
な

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
同
社
は
フ
ラ
イ

ホ
イ
ー
ル
を
収
納
す
る
大
型
真
空
容
器
の
開
発
を

担
当
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
を
極
小
化
す

る
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
今
後
、
数
多
く
の
駅
な
ど
に

導
入
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。「
C
O₂
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
部
品
の
削
減
な
ど
環
境
保
全
に
貢
献
す
る

だ
け
で
な
く
、
経
済
性
か
ら
も
市
場
規
模
は
大
き

い
。
医
療
と
と
も
に
こ
の
会
社
を
次
の
ス
テ
ー
ジ

へ
導
い
て
ほ
し
い
」と
津
金
社
長
は
期
待
す
る
。

市
場
の
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大
型
真
空

容
器
を
量
産
す
る
た
め
の
設
備
投
資
が
必
要
だ
。

そ
こ
で
資
金
調
達
を
考
え
、
今
後
の
株
式
上
場
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　「
真
空
機
器
部
品
」「
各
種
装
置
の
設
計
・
製
造
・

組
立
の
受
託
」「
医
療
機
器
」の
3
つ
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
も
事
業
の
柱
に
加
え
て
一
層
の
成
長
を

目
指
す
構
想
の
実
現
の
た
め
、「
必
要
と
な
る
技

術
者
を
確
保
す
る
採
用
面
で
も
、
株
式
上
場
は
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
」と
津
金
社
長
。「
私
の
好
き
な

言
葉
は『
挑
戦
』で
あ
る
。
物
事
の
あ
ら
ゆ
る
障

壁
や
先
入
観
を
取
り
払
い
、
常
に
新
し
い
発
想
で

こ
れ
か
ら
も
挑
み
続
け
た
い
」と
語
る
。

が
あ
り
、
気
密
性
に
優
れ
た
金
属
製
の
管く

だ

を
指
す
。

半
導
体
や
液
晶
の
製
造
工
程
で
、
気
体
の
漏
れ
を

封
じ
る
部
材
と
し
て
幅
広
い
用
途
が
あ
る
。
特
に
、

ド
ー
ナ
ツ
盤
状
の
薄
い
金
属
板
の
外
周
側
、
内
周

側
を
交
互
に
溶
接
し
な
が
ら
蛇
腹
状
に
繋
ぎ
合
わ

せ
て
い
く
溶
接
ベ
ロ
ー
ズ
の
製
造
に
は
、
高
い
溶

接
技
術
が
必
要
に
な
る
。
同
社
は
研
究
開
発
を
積

み
重
ね
、
そ
の
高
い
品
質
で
後
発
企
業
な
が
ら
国

内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
、
世
界
で
も
1
、
2
位
を
争
う

シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　
シ
ェ
ア
拡
大
の
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、
熟
練

し
た
職
人
に
頼
る
こ
と
の
多
か
っ
た
溶
接
工
程
を
、

独
自
開
発
し
た
自
動
溶
接
装
置
に
置
き
換
え
て
、

品
質
の
安
定
と
量
産
対
応
を
可
能
に
し
た
こ
と
だ
。

溶
接
の
達
人
の
手
に
よ
る
製
品
で
も
、
わ
ず
か
な

バ
ラ
ツ
キ
は
出
て
し
ま
う
。
一
つ
で
も
気
密
性
に

問
題
の
あ
る
製
品
が
あ
れ
ば
、
顧
客
企
業
の
製
造

ラ
イ
ン
に
与
え
る
損
失
は
大
き
い
。「
溶
接
技
術

成形ベローズ製品。大型配管などは液圧成形（金型
の片方に液体を満たし、その圧力を利用して金属板を
複雑な形状に成形する方法）で作る

溶接ベローズ製品。下のよう
な金属の薄い板からドーナツ
盤状の部品を切り出し、数十
枚の外周、内周を交互に溶
接して、フレキシブルな配管を
作る

挑戦する企業

超電導フライホイール蓄電の仕組み

岐阜県の神岡鉱山内にある大型低温重力波
望遠鏡「KAGRA」に使われた大型超真空管の
製造も担当した

ブレーキをかけた際の回生電力を蓄電し、電車の発
車や加速に再利用する。フライホイールを収納する
中央の大型真空容器の開発をミラプロが担当。大
型の蓄電システム自体は駅などに設置される見込み。

充電時
電車の回生電力を吸収
フライホイールは加速

放電時
電車に電力を供給
フライホイールは減速

電車が減速中
回生電力を発生

電車が加速中
電車は電力を消費

超電導磁気軸受で実現され
る強力な磁気反発力により 
フライホイールを浮上させる


